
       0182-45-4636 FAX  45-2633
横手市増田町町東73-8  https://www.masuda-sosai.com/

無料葬儀ホールを
ご利用
下さい
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一般貨物自動車運送事業

代表取締役　中山　孝二郎

貨物利用運送

安全性優良認定事業所
安全・安心・信頼の輸送品質

五王興業有限会社
TEL 0182-42-4932  FAX 0182-42-4934

横手市十文字町仁井田字八萩73-1

水まわりと住まいのお困りごと
ご相談ください。

シナネン株式会社
秋田十文字店

インド料理 ビシュヌ

ビシュヌセット1490円
マトンカレー・ダルカレー、サグチキン、チキティッカ、シークカバブ
ナン又はライス、サラダ

十文字町梨木（ＩＣ入口・桃太郎隣）
0182-23-5380

ディナーセット（ディナータイム17:00～ 22:00）

新築もリフォームもおまかせください！

一級建築士事務所 代表取締役 髙橋　博光

十文字町佐賀会字上沖田287-4
TEL FAX

有限
会社

民間車検指定工場
こくみん共済〈全労済〉指定工場

加納モータース
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車検整備･定期点検･鈑金塗装･中古車販売

十文字町梨木字堤の上 13－2
TEL（0182）
FAX（0182）

横手市十文字町腕越字山道端100
代表取締役社長　上 田  暢 昭

定休日第二火曜日／営業時間AM10時～PM7時

★
自
然
を
愛
す
る
皆
さ
ん
の
集
い 

ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
歌
い
ま
し
ょ
う
♪ 

７
／
26
㊐ 

13
時
開
演
／
煉
瓦
屋
３
階
／
●
歌
の
好
き
な
人
集
ま
れ
●
コ
ル
カ
テ
ー
ル
８
６
７
ラ
イ
ブ
／
１
０
０
０
円
〈
ケ
ー
キ
・
紅
茶
付
〉
☎
０
９
０‐

２
９
９
６‐

９
８
０
４
煉
瓦
屋

湯沢市倫理法人会『企業に倫理を！職場に心を！』毎週火曜日朝6時～7時モーニングセミナー開催。会場 湯沢ロイヤルホテル2F　ゲスト参加無料 問事務局0183725528花よし植物園（湯沢）

★
動
く
ゴ
ッ
ホ
展
　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
は
実
物
を
超
え
る
の
か
　
開
催
中
〜
７
／
20
月
㊗
　
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
〈
秋
田
ふ
る
さ
と
村
〉　
９
時
30
分
〜
17
時　
観
覧
料
一
般
・
大
学
生
１
５
０
０
円　
高
校
生
以
下
無
料
（
高
校
生
は
学
生
証
を
提
示
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

　
田
植
え
を
終
え
た
田
ん
ぼ
に
、
水
鏡
の
よ
う
な
風
景
が

広
が
る
六
月
。
横
手
の
里
山
も
、
日
に
日
に
緑
を
深
め
て

い
ま
す
。
朝
夕
は
ま
だ
涼
し
さ
が
残
り
ま
す
が
、
日
中
に

は
初
夏
の
陽
気
を
感
じ
る
日
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
季
節

の
移
ろ
い
が
は
っ
き
り
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
土
地
な
ら

で
は
の
魅
力
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　　
六
月
は
梅
雨
入
り
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
雨
の
日
が

続
く
と
気
分
も
沈
み
が
ち
で
す
が
、
雨
に
濡
れ
た
紫
陽
花

や
、
し
っ
と
り
と
し
た
田
園
風
景
に
は
、
こ
の
季
節
な
ら
で

は
の
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
忙
し
い
毎
日
の
中
で
も
、
少
し

足
を
止
め
て
身
近
な
自
然
に
目
を
向
け
る
と
、
新
し
い
発

見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　　
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
、
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。

　
生
成
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）
に
「
六
月
の
、
横
手
市
の
ミ
ニ

コ
ミ
紙
の
コ
ラ
ム
に
掲
載
す
る
文
を
、
三
〇
〇
字
程
度
で

作
っ
て
」
と
入
れ
た
ら
右
の
文
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
オ
レ
よ
り
う
ま
い
‼

　
Ａ
Ｉ
が
人
間
の
活
動
分
野
に
急
速
に
入
り
込
ん
で
く
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
も
、
画
面

入
力
す
る
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
運
ん
で
来
て
く
れ
ま
す
。
調
べ
も

の
も
、一般
的
な
疑
問
な
ら
Ａ
Ｉ
の
方
が
早
い
。通
訳
の
方
の
、

来
年
の
仕
事
が
入
っ
て
来
な
い
と
い
う
不
安
が
新
聞
に
載
っ

て
い
ま
し
た
。Ａ
Ｉ
の
普
及
は
、
産
業
革
命
以
来
の
、
あ
る

い
は
そ
れ
を
は
る
か
に
超
え
る
大
変
革
で
し
ょ
う
。

　
で
は
、
人
間
は
何
を
す
る
の
か
。
ど
ん
な
価
値
が
あ
る

の
か
。

　一つ
の
ヒ
ン
ト
は
、
巨
人
軍
の
阿
部
監
督
の
事
件
で
す
。

飲
酒
中
の
監
督
が
長
女
の
態
度
に
立
腹
し
暴
力
↓
長
女
は

Ａ
Ｉ
に
相
談
↓
児
童
相
談
所
が
あ
る
と
の
回
答
を
受
け
連

絡
↓
児
童
相
談
所
は
警
察
に
通
報
↓
警
官
が
駆
け
つ
け
逮

捕
↓
阿
部
監
督
は
辞
任
、
と
な
り
ま
し
た
。
長
女
は
そ
ん

な
に
親
子
仲
は
悪
く
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
流
れ
と
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
正
し
く
行
動
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
結
果
と
し
て
そ
れ
で
良
か
っ
た
の
か
。

　
Ａ
Ｉ
は
確
か
に
便
利
で
す
。し
か
し
、使
用
す
る
に
あ
た
っ

て
そ
の
情
報
が
本
当
に
正
し
い
か
判
断
す
る
、あ
る
い
は「
人

間
ら
し
い
対
応
」
を
模
索
す
る
（
前
述
の
事
件
な
ら
、
監

督
や
長
女
の
性
格
を
知
る
人
が
、
逮
捕
・
辞
任
に
至
ら
な

い
解
決
法
を
提
案
す
る
）、
こ
れ
が
社
会
の
中
に
人
間
が
存

在
す
る
価
値
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
入
れ
、
上
手
に
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　（
次
回
は
横
手
市
根
岸
町
の
鎌
田
京
子
さ
ん
で
す
）

　
昭
和
五
十
三
年
三
月
、
校
長
室
で
新
採
用
が
地
元

で
あ
る
県
南
某
高
校
で
あ
る
と
告
げ
ら
れ
た
が
、
喜

び
も
束
の
間
、
直
前
に
な
っ
て
「
実
は
、
そ
こ
の
山

間
の
分
校
だ
」
と
明
か
さ
れ
た
。
能
エ
で
加
藤
廣
志

監
督
の
薫
陶
を
得
て
運
動
部
指
導
の
期
待
に
燃
え
て

い
た
私
は
、
滾
る
情
熱
の
や
り
場
を
失
い
途
方
に
暮

れ
て
し
ま
っ
た
。

　
自
宅
か
ら
三
〇
㎞
中
古
車
を
駆
け
て
行
っ
て
み
る

と
、
そ
こ
は
難
所
七
曲
り
峠
の
果
て
、
標
高
数
百
Ｍ

に
あ
る
僻
地
分
校
で
あ
っ
た
。
木
造
平
屋
建
て
な
が

ら
、一
応
の
格
式
を
備
え
た
校
舎
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

山
裾
を
埋
め
て
い
た
。
陸
上
部
は
無
く
、
軟
式
野
球

の
コ
ー
チ
が
担
当
で
あ
っ
た
。
遅
い
雪
解
け
が
過
ぎ

る
と
、
他
分
校
と
の
交
流
試
合
が
待
っ
て
い
た
。
野

球
は
得
意
な
方
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
校
舎

の
窓
ガ
ラ
ス
を
割
る
く
ら
い
に
飛
ば
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
盗
塁
を
刺
す
練
習
で
は
、
私
が
走
れ
ば
常

に
セ
ー
フ
で
あ
っ
た
。
交
流
試
合
で
主
審
を
任
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
も
分
か
ら
ず
声

だ
け
を
張
り
上
げ
て
い
た
。
負
け
る
と
、
子
供
達
は

意
気
消
沈
し
て
無
口
に
な
り
、
バ
ス
の
中
で
、
私
も

悲
し
く
な
っ
た
。

　
他
に
応
援
部
顧
問
が
私
の
分
掌
で
あ
っ
た
。
赴
任

早
々
、
隣
の
寄
宿
舎
で
な
ら
い
の
練
習
合
宿
を
す
る

と
言
う
。
子
供
達
は
地
域
農
業
の
担
い
手
で
あ
り
、

家
事
は
お
手
の
物
で
あ
っ
た
。
楽
し
み
の
夕
食
は
、

同
時
に
大
事
な
儀
式
で
も
あ
っ
た
。
車
座
に
な
り
、

八
人
の
メ
ン
バ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
コ
ッ
プ
が
置
か
れ
る
。

す
る
と
、
リ
ー
ダ
ー
格
の
女
の
子
が
お
も
む
ろ
に
広

げ
た
包
み
の
中
か
ら
、
白
い
一
升
瓶
が
出
て
き
た
。

顧
問
の
コ
ッ
プ
に
慣
れ
た
手
付
き
で
ト
ク
ト
ク
注
ぐ
。

一瞬
嫌
な
予
感
が
し
た
が
、
そ
の
他
の
コ
ッ
プ
も
次
々

と
白
く
染
ま
る
と
、
私
の
戸
惑
い
を
よ
そ
に
背
筋
を

伸
ば
し
乾
杯
の
発
声
を
待
つ
黒
い
瞳
達
。
恒
例
の
行

事
な
の
だ
。

　
こ
の
大
い
な
る
葛
藤
が
私
の
「
洗
礼
」
で
あ
っ
た

と
今
に
思
う
。
案
の
定
こ
の
夜
、一
年
生
の
男
子
二

人
が
別
室
に
隠
れ
て
、
残
っ
た一升
瓶
で一気
飲
み
に

興
じ
、一
人
が
急
性
ア
ル
中
に
陥
り
苦
し
み
出
す
。

夜
中
に
な
っ
て
彼
が
や
っ
と
す
や
す
や
寝
息
を
出
す

ま
で
、
皆
が
文
句
も
言
わ
ず
に
介
抱
を
し
て
く
れ
た
。

皆
、泥
の
よ
う
に
な
っ
て
朝
ま
で
眠
り
こ
け
た
。翌
日
、

彼
は
風
邪
で
寝
込
ん
で
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の

だ
が
、
昼
休
み
に
や
お
ら
フ
ラ
フ
ラ
と
登
校
し
て
き

た
の
に
は
肝
を
潰
し
た
。

　
春
に
は
、
野
外
授
業
と
称
し
て
一日
蕨
採
り
が
行

わ
れ
、
商
品
が
図
書
に
姿
を
変
え
た
。
秋
に
は
運
動

会
で
走
高
跳
が
あ
り
、
エ
ー
ス
が
落
と
し
た一Ｍ
六
〇

を
、
傍
ら
で
み
て
い
た
私
が
や
お
ら
短
助
走
の
正
面

跳
び
で一発
ク
リ
ア
ー
し
万
雷
の
拍
手
を
浴
び
た
。

冬
は
雪
と
の
格
闘
で
あ
っ
た
。
四
輪
共
に
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
を
装
着
し
峠
を
走
破
し
た
。
ス
キ
ー
授
業

で
は
子
供
達
が
先
生
で
、
私
を
置
い
て
皆
滑
り
降
り

て
し
ま
っ
た
。
全
校
雪
下
ろ
し
行
事
も
忘
れ
ら
れ
な

い
。
喜
々
と
し
て
活
動
に
取
り
組
む
子
供
達
は
地
域

の
宝
で
も
あ
っ
た
。
全
て
が
新
米
の
血
肉
に
な
っ
た
。

感
謝
し
か
な
い
。

　
こ
こ
に
は
四
年
居
た
が
、
早
や
一
年
目
に
不
覚
に

も
年
上
の
家
庭
科
教
師
に
拉
致
さ
れ
、
秋
に
結
婚
し

た
。
あ
げ
ま
ん
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
私
は
管
理

職
の
声
も
掛
か
ら
ず
平
成
二
十
五
年
に
停
年
退
職
し

た
。
暫
く
本
校
陸
上
部
の
外
部
コ
ー
チ
を
し
て
、
全

県
総
体
走
高
跳
優
勝
者
も
出
し
た
。
今
も
、
時
に
峠

を
駆
け
上
っ
て
旧
地
を
訪
れ
、一
人
感
慨
に
浸
る
奇

縁
を
戴
い
て
い
る
。

　
廃
校
碑
　
語
り
部
な
る
や
　
春
鴉
　
　
　
　
旭
星

※

魁
新
報
入
選
句

分
校
秘
話

岸
　
部
　
良
　
作

横
手
市

十
文
字
町　
土　
肥　
　
稔

リ
レ
ー
コ
ラ
ム

❖

❖

発行日　2026.６.30
発行所　㈲イズミヤ印刷
　十文字町梨木字家東２
　TEL.（0182）42-2130
　FAX.（0182）42-3001
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　izumiya@izumiya-p.com
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（1）　　第５12号 令和8年６月 30日情 報 連 絡 紙    あ っ ち こ っ ち



〒013-0106 横手市平鹿町中吉田字上藤根 143
　　　　　　　℡0182-24-2222

　Fax0182-24-2565

次世代の食生活を切り開く
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〒013-0060
横手市条里一丁目12-1

みなさまに笑顔と
　　　　安心をお届けします

〒019-0529
横手市十文字町海道下42-1
TEL 0182-42-4030 FAX 0182-42-3407

横手市水道お客様センター　
　TEL 0182-32-2758
　横手市四日町 3番 23号（水道庁舎1階）

本
社 

トータルオフィスマネージメント株式
会社
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阿部耳鼻咽喉科

℡ 0182-42-3341/ ホームページ :abejibika.com

当院に受診相談を!

①補聴器外来：難聴の方は、まず当院に受診を。
②聞こえとことばの教室：乳幼児のことば（発達）が心配な時
③睡眠・無呼吸外来：いびき・無呼吸・肥満・不眠の方
④その他：タバコ病（？）の方に呼吸機能検査、鼻アレル
ギーの体質改善に舌下免疫療法、肺炎予防にワクチン
と嚥下指導
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株式会社

土地建物のことなら当社にお任せ!!
県南地所信頼と実績

〒019-0506
秋田県横手市十文字町佐賀会字下沖田１－１

TEL 0182-42-4232
FAX 0182-42-4237

HP https://www.k-kennan.com/
E-mail kennanjisho@y4.dion.com

宅地建物取引業　秋田県知事⑸第 1712 号
（公社）全国宅地建物取引業協会会員
（公社）全国宅地建物取引業保証協会会員

三関ブランドのサクランボ、セリ
をまごころ込めて育てています。

【お問い合わせ・ご注文は】
〒012-0862 秋田県湯沢市関口字関口63 
TEL 0183-73-6893  FAX 0183-55-8332
URL https://www.kakeifarm.com/

三関 加敬農園合同
会社

KAKEI 坊やは、６/３～７/30 まで休業させて頂きます。

秋田県横手市十文字町十五野新田字増田道東 85-1
TEL  0182-42-3686　FAX  0182-42-4686
URL  https://sai-q.com/　
E-mail  saitou.kyuuichi@orange.plala.or.jp

十文字
故紙センター（紙）

■再生資源回収　■重機・機械類・建造物、プラント解体及び中古部品販売
■産業廃棄物収集運搬　 ■一般廃棄物収集運搬

★
中
国
語
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
毎
週
日
曜
日
10
時
〜
12
時　

場
所
十
文
字
地
域
局
交
流
セ
ン
タ
ー　

会
費
６
０
０
円 

年
会
費
２
０
０
０
円　

申
し
込
み　
土
肥
愛
加
☎
０
８
０―

２
８
３
０―

１
０
０
８

♣呉服・洋服・寝具のたかせい　ますます暑くなります。さわやかな装いがたくさんそろってます。ぜひお越しください。十文字町東町 ☎0182421088

♬
サ
マ
ー
パ
ー
テ
ィ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
　
チ
ャ
ゲ
＆
ア
ス
カ
完
全
コ
ピ
ー
バ
ン
ド
キ
ン
ジ
と
キ
ン
グ
　
７
／
14
㊋
・
15
㊌
開
演
18
時
　
会
場 

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
　
前
売
９
千
円
　
問
0
1
8
3
（
7
2
）
2
1
3
1

♬
羽
後
町
歌
謡
祭 

全
国
ア
マ
チ
ュ
ア
歌
謡
選
手
権
　
秋
田
県
選
抜
大
会
　
７
／
12
日
　
開
演
午
前
10
時
　
会
場
Ｊ
Ａ
巨
福
会
館
　
観
覧
入
場
１
０
０
０
円
（
赤
飯
付
き
）　
主
催
　
羽
後
町
歌
謡
祭
実
行
委
員
会
　
問
遠
山
０
９
０
・
１
３
９
７
・
２
４
９
６

一般 1300 円・高校生以下 900 円 （昼食・賞品・参加賞あり） ☎ 090-3365-2720（佐藤まで）

第
257
回
南
の
館

月
例
将
棋
大
会
結
果

5
／
３　
参
加
者
32
名

●
Ａ
ク
ラ
ス
（
18
名
）

優　
勝　
門
田　
健
一

準
優
勝　
五
十
嵐
清
俊

３　
位　
高
橋　
仁
史

敢
闘
賞　
沢
谷　
達
夫

　
　
　
　
高
田　
富
夫

　
　
　
　
伊
藤　
修
治

●
Ｂ
ク
ラ
ス
（
14
名
）

優　
勝　
佐
藤　
宗
典

準
優
勝　
林　
　
義
雄

３　
位　
斉
藤　
晃
広

敢
闘
賞　
小
棚
木
健
治

　
　
　
　
出
雲　
光
好

　
　
　
　
堀
川　
龍
心

★
259
回
南
の
館
・
月
例

全
県
将
棋
大
会
は
７
月

５
日
㊐
10
時
〜
十
文
字

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
（
道
の
駅
す
ぐ
裏
）

い
ま
青
春
遺
影
の
夫
の
笑
み
も
ら
い 

土
谷　

誠
子

「
な
ぜ
生
き
る
」
本
を
読
ん
だ
ら
分
か
る
の
か 

み
さ
わ
長
子

断
捨
離
は
手
紙
見
つ
け
て
や
め
に
す
る 

大
石
も
と
彦

ド
ー
ナ
ツ
の
穴
か
ら
見
え
る
子
の
え
く
ぼ 

木
村
わ
か
め

人
生
の
終
わ
り
出
口
か
入
り
口
か 

鈴
木　

鈴
女

な
ん
か
変
サ
ク
ラ
満
開
夏
日
と
は 

筑
波　

和
子

満
開
が
あ
っ
と
い
う
間
に
桜
散
る 

柴
田　

悦
香

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
す
き
間
を
埋
め
て
ド
ラ
マ
あ
り 

小
原
み
つ
子

こ
の
場
所
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
リ
ス
ク
ポ
イ 

小
松　

勇
一

新
学
期
夢
い
っ
ぱ
い
の
ラ
ン
ド
セ
ル 

佐
藤　

憲
悦

散
歩
道
桜
の
彩
ど
り
独
り
占
め 

佐
藤
喜
代
美

痛
く
な
い
目
に
入
れ
て
い
る
孫
の
顔 

高
橋
の
ほ
ほ
ん

間
が
空
い
て
礼
は
い
ら
な
い
ま
た
言
わ
れ 

伊
藤　

多
喰

熊
よ
け
の
ラ
ジ
オ
を
腰
に
い
ざ
山
に 

土
谷　

宗
一

安
い
店
車
で
巡
り
高
く
つ
く 

土
谷　

笑
二

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
今
は
イ
ラ
ン
と
戦
好
き 

松
野
利
喜
男

あ
っ
ち
こ
っ
ち
川
柳

こ
ん
な
に
も
騒
が
れ
ま
た
も
特
殊
詐
欺 

 

阿
部　

清
風

Ａ
Ｉ
の
完
全
無
欠
落
と
し
穴 

押
切　
　

恵

公
約
の
重
さ
を
レ
ジ
が
は
じ
き
出
す 

シ
ェ
フ
小
川

往
々
に
未
完
の
大
器
最
期
ま
で 

 

高
橋　

典
雅

思
い
出
が
す
る
り
す
る
り
と
消
え
る
脳 

 

菅
谷　

節
子

才
学
が
座
た
だ
け
で
進
む
会 

 

二
藤　

閑
歩

栄
一
様
老
い
は
嫌
い
と
す
る
り
逃
げ 

 

畑　
　

夢
子

砂
掴
む
よ
う
恋
は
す
る
り
逃
げ
て
い
く 

 

和
田　

文
友

傘
寿
坂
賞
味
期
限
に
縛
ら
れ
る 

 

伊
藤　

国
翁

完
璧
と
思
う
心
に
隙
が
出
る 

 

鎌
田　

次
男

居
を
定
む
施
設
の
空
は
聖
五
月 

 

竹
谷
は
る
み

魂
が
一
つ
に
な
た
バ
ト
ン
パ
ス 

髙
橋　

一
宇

あ
り
が
と
う
血
と
汗
滲
む
領
収
書 

 

土
崎　

聞
句

ボ
ラ
ン
テ
ア
心
美
人
と
逢
う
予
感 

桧
森　

吉
紀

完
璧
な
日
な
ど
あ
り
得
ぬ
〆
切
日 

佐
藤　

桃
華

こ
れ
か
ら
が
本
番
古
稀
の
滑
走
路 

 

井
川　
　

進

槍
玉
を
ス
ル
リ
と
躱
す
口
上
手 

 

岸
部　

旭
星

川
柳
よ
こ
て
吟
社
抄

川
柳
よ
こ
て
吟
社
抄

①
フ
ラ
ダ
ン
ス
鑑
賞
＆
レ
ッ
ス
ン

　
女
性
は
勿
論
、
男
性
も
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
基
本
を
教

わ
り
、
軽
い
体
操
感
覚
も
兼
ね
体
を
動
か
し
ま

し
ょ
う
。
講
師
は
羽
後
町
の
窪
内
ジ
ュ
ン
さ
ん
で

す
。

②
西
川
可
奈
子
さ
ん
、
大
い
に
歌
い
語
る

　
外
に
見
え
る
田
園
を
眺
め
て
歌
の
世
界
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
睦
合
／
川
前
・
中
島
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
　
　
　
松
野
　
０
９
０
ー
５
８
３
７―
４
４
９
５

「
サ
マ
ー
元
気
フ
ェ
ス
タ
」
開
催

「
サ
マ
ー
元
気
フ
ェ
ス
タ
」
開
催

７
/
５
日

午
前
10
時
〜
正
午

会
場
　
十
文
字
西
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階
正
面
ホ
ー
ル

　
あ
る
日
の
こ
と
。
妻
が
私
に
「
お
父
さ
ん
、
お

父
さ
ん
、
お
風
呂
場
の
外
の
庭
に
植
え
て
あ
る
バ

ラ
の
花
の
枝
に
、
雀
が
巣
を
作
っ
て
い
る
の
よ
。
見

て
み
て
」
と
い
う
。

　
そ
こ
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
妻
の
言
う
と
お
り
、

棘
だ
ら
け
の
バ
ラ
の
花
の
枝
の
中
に
小
さ
な
巣
が

あ
っ
て
、
そ
の
巣
の
中
に
所
狭
し
と
小
雀
が
三
羽

も
入
っ
て
い
た
。
妻
が
言
う
に
は
「
バ
ラ
の
花
の
枝

の
中
か
ら
時
々
雀
が
飛
び
立
つ
の
を
見
か
け
た
の

で
、
確
か
め
て
み
た
ら
見
つ
け
た
の
」
と
の
事
だ
っ
た
。

　
そ
の
後
の
こ
と
。
二
階
の
娘
の
部
屋
の
掃
除
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
窓
の
手
す
り
の
所
に
部
屋
の
中
を
の
ぞ
き
込
む

よ
う
な
仕
草
で
留
ま
っ
て
い
る一羽
の
雀
を
見
つ
け
た
。
様

子
を
見
て
い
る
と
、
そ
の
雀
は一向
に
立
ち
去
る
気
配
が
な

く
、
窓
を
少
し
ず
つ
開
け
て
み
て
も
動
か
な
か
っ
た
が
、
や

が
て
ど
こ
か
に
飛
ん
で
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
れ
を
見
て
、
私
は
「
若
し
か
し
た
ら
今
の
雀
は
巣
の

中
に
い
た
小
雀
た
ち
の
内
の一羽
で
は
」
と
思
っ
て一階
に
降

り
て
巣
を
確
認
し
て
み
た
。
す
る
と
案
の
定
、
巣
は
空
に

な
っ
て
い
て
、
妻
も
「
朝
方
に
二
羽
の
雀
が
飛
び
立
つ
の
を

見
か
け
た
の
で
残
り
の一羽
か
も
知
れ
な
い
わ
。
挨
拶
に
来

て
く
れ
た
の
か
も
」
と
言
う
。

　
も
ち
ろ
ん
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
後
は
雀
の
鳴

き
声
で
起
き
る
朝
の
目
覚
め
が
楽
し
み
と
な
っ
た
。

「
巣
立
ち
の
雀
」

平
鹿
町
　
石
　
原
　
信
　
一

1部　13:30～14:10　Piu Felice
2部　14:20～15:00　湯沢市民管弦楽団

サマーコンサート

と　き　７月５日（日）
ところ　湯沢市役所本庁市民ロビー
問合せ　音楽のまち湯沢推進協議会
　　　　０１８３－７３－２１６３

音楽のまち “ゆざわ”
月イチ♪コンサート

入場無料

開催日　7月30日㊍▶8月２日㊐
※催し物は 1 日㊏、2 日㊐に実施します。

大夏の 感謝祭

（2）　　第５12号　 令和８年６月30日情 報 連 絡 紙    あ っ ち こ っ ち


	2026.6－オモテ
	2026.6－ウラ

